
専門分野【専門科目】 

授 業 科 目 名 成人看護学Ⅰ（概論） 担 当 教 員 名 小平 京子 

期 間 後期 １ ２ ３ ４ 

単位数・時間 1 単位・30 時間 ●    

授 業 形 態 講義 

履 修 学 年

●－(必)・○－(選) 

授 業 の 概 要 

学 習 目 標 

〔授業の概要〕 
 成人看護の対象である「成人」を多面的に理解し、対象の特性に応じた看護を
展開するための基礎知識を学ぶ。 
 
〔学 習 目 標〕  
１．成人看護の対象である「成人」を、成長・発達、生活、健康障害の側面から

その特徴を知り、アセスメントするための視点を理解する。 
２．成人の多様な健康観や価値観を踏まえ、看護を行う上で有用な概念を知る。
３．成人の多面的な理解を基盤にした成人看護の役割と機能を理解する。 

授  業  回  数 授  業  の  内  容 

第 １ 回 

第 ２ 回 

第 ３ 回 

第 ４ 回 

第 ５ 回 

第 ６ 回 

第 ７ 回 

 

第 ８ 回 

第 ９ 回 

第 １ ０ 回 

第 １ １ 回 

 

第 １ ２ 回 

第 １ ３ 回 

第 １ ４ 回 

第 １ ５ 回 

ガイダンス 成人看護学の位置づけ 

発達と成長から見る成人の特長と看護の役割 

健康のレベルから見る成人の特徴と看護の役割 

成人期の健康障害の特徴と看護の役割 

成人看護を実践する上での技術 １ 看護過程と看護診断 

               ２ 看護診断と中範囲理論 

成人看護に生かす理論とモデル 

１ セルフケア理論・適応理論 

２ 成人教育（アンドラゴジーモデル） 

３ 健康信念モデル 

４ 自己効力理論 

５ エンパワメントモデル 

６ 自己概念 

７ ストレス理論・危機理論 

８ コンプライアンス・アドヒアランス 

９ 病みの軌跡 

 まとめ 

成績評価の方法 筆記試験、レポート、出席状況により総合的に評価する。 

テ キ ス ト 大西和子,岡部聡子 編(2008)成人看護学概論,ヌーヴェルヒロカワ. 
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履修上の留意点 授業時必要な参考書を提示する。 


